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おける臨床

おります。

いてマンパ

バランスが

考えます。

この状況

学技士の個

として有意

いきたいと

の入会率を

未入会の方

うとともに

会の研修会

ていくこと

 また、道

し、新人教

力を注いで

 最後に、

積しており

き進んでい

まだまだ

協力を得な

踏み出さな

のかという

として、自

よう邁進す

今後共、今

力をお願い

します。 

会員の皆様におかれましては、益々ご健

勝のこととお慶び申し上げます。 
日頃より技士会活動に対しましては積極的

なご参加とご協力を賜り、厚くお礼申し上

げます。 
この度、私は会長を務めることになりま

した。今はただ、その重責に身の引き締ま

る思いでございます。  
真下前会長を筆頭につくり上げてきた当

会の歴史を重んじつつ、新しいことにもチ

ャレンジし、当会が医療の安全管理に貢献

できる必要不可欠な存在となるべく、活発

に活動していきたいと思っております。 
 さて、昨年の４月には医療法が改正とな

り、「医療機器の安全管理」が注目される中、

本年４月に現在まで行ってきた業務の一部

がやっと認められ、臨床工学技士としては

初めて医療機器安全管理加算という診療報

酬を得ることができました。そして同時期

に公取協による「医療機器にかかわる立会

い基準」も施行され、我々、臨床工学技士

の業務が増加しており、今迄以上に医療に 
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社団法人北海道臨床工学技士会 会長 室橋 高男
工学技士の必要性が高まって

ただし現段階では、各施設にお

ワーの必要度と配置について

取られていない状況であると

 
を改善していくために、臨床工

々のつながりを大切にし、組織

義に活動できる環境を整えて

考えます。その為には、当会へ

向上させることが必要であり、

々へ入会のはたらき掛けを行

、魅力ある組織になるように当

・セミナー等をさらに充実させ

も重要であると考えます。 
内の養成校へも積極的に協力

育、生涯教育など人材育成にも

いきたと考えております。 
やらなければならないことが山

、試行錯誤を繰り返しながら突

かなければならない状況です。

力不足ですが、会員の皆様のご

がら、自分たちがその第一歩を

くては一体、誰がやってくれる

信念を持ちつつ、臨床工学技士

分の職業に希望と誇りが持てる

る所存でございます。 
まで以上に皆様のご支援、ご協

申し上げ、会長就任の挨拶と致

平成２０年６月吉日 
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～中国四川省大地震被害に対する国際緊急援助活動を終えて～ 
プライミングの様子 

北海道臨床工学技士会会員の皆様、こんにち

は。医療法人母恋日鋼記念病院で勤務していま

す佐々木恒太です。 

私は本年５月１２日発災した地震被害に対し５月

２０日、国際協力機構（以下ＪＩＣＡ）から派遣チーム

の一員として選考され中華人民共和国四川省成

都市に赴き１４日間、医療援助活動を行ってきまし

た。 

今回の mission はＪＩＣＡが登録希望者に対して

行う導入研修で、基本的な活動の stance として教

える field での活動ではなく、施設援助という形で医

療援助活動を展開してきました。今回の被害では

地震による多数の crash-syndrome の患者が被災

地から搬送されており、私は臨床工学技士としてこ

の患者さんたちに必要な血液浄化治療の support

をしてきました。 

実際の活動内容としては、透析室での活動が主

で被災されて受傷した患者さんへ慰問・見舞い的

な関わりから始めて、患者さんや中国側の医師・看

護師と信頼関係が構築出来てからプライミング・穿

刺時の介助・穿刺、また透析コンソールの管理をし

ている技士の方と協力して機器の据付や修理を行

ってきました。 

 

医療法人母恋 日鋼記念病院 佐々木恒太
相
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施設援助という形では field での活動とは違って

手方と協同して動かなければならず、言葉の問

や医療行為の違いなどで難しい面もありました

、彼らにとって何らかの役に立ててれば幸いと思

活動をしてきたつもりです。 

そして、皆さんに一番感じてもらいたいことは私

活動の全期間を通じて感じたこと或いは信じて

たことは「思いは伝わる」ということです。人が何

に（私達、医療チームは被災した患者さんを診

・看ることでしたが）真剣に取り組む姿はそこに

mmunication の術がなくても必ず伝わります。帯

した医師も「人間愛は必ず伝わると思う」と述べら

ておりましたし、看護理論やcommunication理論

臨床工学技士の私は専門ではないのでわから

いのですが、対人関係の７０％は non‐verbal 

mmunication（言葉によらない communication）と

護師の方がおっしゃっており、まさにその通りで

達の気持ちも行動・態度を通じて中国側の患者

んやスタッフに伝わったような・感じてくれたような
がしています。 
透析装置 
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PMX実施 供給室の様子 

にも私が感じたことを同じように感じてくれたら嬉

しく思います。 

今回は皆様の温かいご声援で無事、任務を果

たすことができました。みなさん、ありがとうござい

ました。 

も

い

ー

の

違

側

気

と

い

し

た

m

た

今回の派遣ではいろいろな人との出会いがとて

貴重な財産になったと思います。寝食を共にして

ろんな問題にぶつかりながら一緒に活動したチ

ムメート、臨床業務から中国での滞在で身の回り

ことまでお世話になった中国の通訳さん、国は

うけど同じ医療という仕事で心を通じ合えた中国

の医師や看護師、そして私たちの活動で感謝の

持ちを示してくれた患者さん。帰国後、通訳さん

はメールを交わし、看護師さん達や患者さん達と

っぱい写した写真は大切なものです。 

中国での活動は今までの JICA にはない活動と

て課題がありましたが、総括してよい活動が出来

と思っています。今回のmissionの反省は次回の

ission への教訓として、また派遣されることがあっ
メンテナンスの様子 

ん

い

か

か

せ

糧

て

♣

ときには意義のあるものにしたいし、会員の皆様 
穿刺をしている様子 
佐々木さん、２週間にわたる援助活動たいへ

お疲れ様でした。 

普段の日常業務のみではなかなか経験できな

、沢山の貴重な経験をされてきたのではない

と思います。災害が発生しても金銭的な援助し

したことのない我々にとっても、いろいろ考えさ

られた今回の活動報告でした。 

今回の海外での支援活動を通じて得たことを

 ♣ ♣ ♣ ♣ ♣ ♣ ♣ ♣ ♣ ♣ ♣ ♣ 
に今後の更なる活

おります。 
躍を、技士会としても期待し
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（社）北海道臨床工学技士会第４期役員候補者補欠選挙の告示 
5 月 25 日の総会にて定款の一部変更による理事の増員が決定した。 

って（社）北海道臨床工学技士会「定款」および「役員選出規程」に基づき、 

事増員のための役員候補者の補欠選挙を下記の要領で実施する。 
告示：7 月 18 日（金） 

する役員候補者数 

部理事：2 名 

補の資格および届出 

.（社）北海道臨床工学技士会役員選出規

.立候補するものは、所定の立候補届出

使用ください。（ホームページからもダウ

し、選挙管理委員会事務局まで提出し

補受付期限：8 月 8 日（金）消印有効。

公示：9 月 1 日（月）ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ上に掲載

期間：9 月 22 日(月）から 9 月 29 日(月

日 ： 10 月 6 日（月） 

（即日、「ホームページ」に掲示し

管理委員会事務局および問い合わせ

      〒０６０-００６２ 

札幌市中央区南２条西１丁目１

医療法人 萬田記念

（社）北海道臨床工学

                                
選挙管理委員会委員長 柴田 晴昭 
程に遵守 

用紙（会誌１７号に付随しているものをご

ンロードできます。））に必要事項を記入

てください。（郵送可） 

 

 

）消印有効.。 

、かつ「ニュース」にて公示する。） 

先 

 

病院 

技士会選挙管理委員会 

   ０１１－２３１－４０３２（担当：柴田） 
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下記に示すセミナー、学会等が開催されます。皆

様多数の参加をお願いいたします。詳細は（社）北海

胡主席「心より感謝」  
四川大地震・援助隊代表 16 人と会見 
道臨床工学技士会ホームページまたは各記載の

webサイトをご覧ください。 

******************************************* 
2008 年 9 月 4 日（木）～6（土） 

「札幌ライブデモンストレーションコース 2008」 

 会場 京王プラザホテル札幌 

http://www.acts.cc/SLDC2008/index.html 

******************************************* 
2008 年 9 月 28 日（日）【開催予告】 

「第 3 回医療安全セミナー」 

 会場 北海道大学医学部 臨床大講堂 

******************************************* 

国

国

日

た

援

勤

療

外

し

の

使

献

療

ら

話

胡錦濤主席と握手する佐々木恒太さん（左）

（中川明紀撮影）
200

「第
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htt
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***
 

洞爺湖サミットに招かれている中国の胡錦濤

家主席は八日午前、札幌市内のホテルで中

・四川大地震の際に被災者の救援に当たった

本の国際緊急援助隊の代表十六人と会見し

。胡主席は「中国政府と中国人民を代表して

助隊の皆さんに心より感謝したい」と述べた。 

胡主席と会見したのは、室蘭の日鋼記念病院

務の臨床工学技士佐々木恒太さん（２９）ら医

チーム七人と救助チーム九人。  

初めに救助チーム団長の小泉崇さん（５７）＝

務省緊急援助室長＝が「私たちの活動に対

、多くの中国国民の皆さんから感謝いただいた

が最大の誇りです」とあいさつした。  

胡主席は「皆さんは四川省の被災地で見事に

命を果たされました。中国人民は皆さんの貢

を永遠に心に刻むでしょう」とたたえた。  

四川省成都の病院で一日百人以上の透析治

に当たった佐々木さんは会見後、「胡主席自

感謝の気持ちを表していただき、光栄です」と

し、感激の面持ちだった。  

（7 月 8 日：北海道新聞より） 
8 年 10 月 4 日（土） 

47 回（平成 20 年度） 

日本生体医工学会北海道支部大会」 

場 北海道工業大学講義棟(G棟)2 階 G205 

p://bmisys.bme.eng.hokudai.ac.jp/mewww/in
.html 

**************************************** 
8 年 10 月 4 日（土） 

17 回日本集中治療医学会北海道地方会」 

場 旭川医科大学医学部救急医学講座 

p://www.jsicm.org/local/2008chihoukai.html 

**************************************** 
8 年 10 月 19 日（土）【開催予告】 

2 回 体外循環セミナー」 

場 札幌プリンスホテル国際パミール館 

**************************************** 
8 年 11 月 9 日（日）【開催予告】 

19 回 北海道臨床工学会」 

場 札幌コンベンションセンター 

**************************************** 
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第３回血液浄化セミナーにて 

電気メス安全セミナー2008にて 

医療機器保守管理セミナーにて 

7 月 5 日（土）には同じく札幌コンベンションセンタ

ーにて、電気メス安全セミナー2008 が開催されまし

た。講演いただいた諸先生、また後援の小林製薬株

式会社・小林メディカルカンパニーの方々にはこの場

を借りて御礼申し上げます。ありがとうございました。 

7 月 13 日（日）には第３回目となる血液浄化セミナ

ーが開催されました。ご講演いただいた先生方ありが

とうございました。 

また会員の皆様、これら各種セミナーにいつも多数

ご参加いただきありがとうございます。技士会としても

より内容の充実したセミナー、勉強会等を今後も予定

しておりますので、多数のご参加よろしくお願い致し

ます。 

去る6月29日（日）、第２回医療機器保守管理セ

ミナーが札幌コンベンションセンター小ホールにて

開催されました。ペースメーカー業務の今後の展

望ということでメーカー側からの講演や各施設での

対応状況などの発表が行われました。休日にもか

かわらず、ご講演いただいた諸先生方ありがとうご

ざいました。 

各種セミナー盛会にて終了
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